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◆対話の進めかた

地区に住んでいるからこそ
知っている課題や実態
などの意見

地区別計画の策定

長崎市
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第１回
8月17日(土)

●施設の現状や
見直しの必要性
について知る

第2回
9月28日(土)

●第1回対話も踏ま
えた市の考え方の
説明及び意見交換

●対話のまとめ

第3回
12月14日（土）

●第2回までの対話
を踏まえて市が
検討した結果に
対する意見交換

●対話のまとめ



◆ 前回の振り返りと、琴海地区の

施設の配置の考え方について説明（25分）

◆ グループでの話し合い、及び意見のとりまとめ（45分）

◆ 発表（35分）

◆ 次回お知らせ

本日の流れ
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前回の
ふりかえり
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私たちのまわりで起きている変化
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私たちのまわりで起きている変化

人口減少

少子化

高齢化
（長寿化）

ひとり暮らし
世帯の増加

暮らしやすさを守るには？

自然環境
の変化



人口減少
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どうしたらいいのだろう？

古くなった公共施設の

修理に費用がかかる

公共施設の

利用者の減少
医療・介護など福祉

にあてる予算の増大

少子高齢化

なのに

公共施設の

量の増大

なのに
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このままでは
今の施設すべての建替え・修理
はできません

施設はそのまま維持できるの？

平成２７年度から 今後３０年間 の
「建て替え」 や 「改修」 にかかる費用

不足額は… ８７９億円



前回の主なご意見
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〇 あまり使っていない施設でも地域に必要な施設がある。

〇 琴海地区は広いので、施設を減らすのであれば、移動手
段の確保、駐車スペースの確保が必要。

〇 今後子どもの数が減ることが予想されるので、将来の学校
のあり方について考えておく必要がある。

施設を見直すこと

行政サービスをなくすこと

建物が減る 行政サービスは残る
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かわら版
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琴海地区の
公共施設の

配置の考え方
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施設の分類

都市基盤施設 ・・・ 市営住宅など

公用施設 ・・・ 地域センター、消防署など

公園施設 ・・・ 地区公園、近隣公園など

市民利用型施設 ・・・文化センター、スポーツ施設
など

学校 ・・・ 小学校、中学校

その他事務所 ・・・ 倉庫など
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都市基盤・産業基盤施設

（都市のさまざまな活動を
支える基盤となる施設

・産業の振興を図るための施設）
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琴海赤水ふれあい農園

利用者数

32人／年間

築年数

築15年

現在の施設を
適正に管理

自然環境の中で健康的に
利用しつつ農業への理解
を深めることができる
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長浦住宅

入居戸数

9戸

築年数

築26年

・現在の建物を適正に管理

・大規模な改修や建替えが必要となるタイミング
で、人口などの状況を踏まえ、規模を検討



公用施設

（行政事務執行のための施設）
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北総合事務所

築年数

築23年

現在の施設
を引き続き
適正に管理

エリアが広域となるまちづくりの
支援や、市民生活に密着した土
木事業や保健事業など、現場に
出て実施する職員の拠点は、引
き続き必要
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琴海地域センター・長浦事務所

築23年

現在の施設を引き続
き適正に管理

身近な手続きや相談
ができ、地域のまち
づくりを支援する機能
は、引き続き必要

築49年
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北消防署琴海出張所

築年数

築7年

現在の施設を引き続
き適正に管理

全市的に火災・救急
需要に適正な対応
ができる位置に配置
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地域おこし協力隊住宅

築年数

築38年

事業が継続する間は、隊員の住居を確保



公園施設
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公園

防災・避難等災害に
対応できる機能

魅力的な子どもの
遊び場の創出

スポーツ施設等の
利用環境の充実

健康づくりのための
機能の導入
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公園

琴海赤水公園 琴海中央公園 琴海南部公園

琴海北部運動公園 小島ノ浦公園 琴海中部運動公園 やすらぎの小径公園

公園再整備の際には、社会状況の変化を踏まえ
ながら公園毎の施設のあり方や機能分担、統廃
合等の検討を行う



学校
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小学校・中学校

児童数 76人

築年数 築37年

形上小学校 長浦小学校 村松小学校

児童数 73人

築年数 築33年

児童数 444人

築年数 築42年

270人

築54年築年数

生徒数

琴海中学校



その他事務所
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その他事務所

機能回復訓練室

築年数 築23年

長浦倉庫

築年数 築27年

琴海ペーロン船格納庫

築年数 築23年

・より効率的な行政運営を図るために必要な
施設配置へ見直す
・用途全体の規模の縮小を図る
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市民利用型施設

（市民の皆さんが普段の生活の中
で利用する施設）
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小口診療所

利用者数

769人／年間

築年数

築19年

現在の施設を適正
に管理

地域医療確保の
観点から配置
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琴海地区移住型体験施設

利用者数

3人／年間

築年数

築38年

・ソフト事業へ転換
・施設は将来的に廃止

定住者を増やす
取り組みは継続
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スポーツ施設

各地区からの交通の便が良い場所

都心部及び都心周辺部

大規模な大会に利用

地域における生涯スポーツの推進・スポーツの競技力向上

かきどまり陸上競技場、市民体育館
市民総合プールなど

琴海南部体育館、東公園コミュニティプールなど

・公園のグラウンド

・街区公園等の広場、ふれあいセンター等の軽スポーツ室

・小中学校の体育館、武道場、運動場

地域の皆さんの身近なところ
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琴海南部体育館

利用者数

49,711人／年間

築年数

築23年

現在の施設を引き
続き適正に管理

生涯スポーツの推進
、競技力向上を図る
施設は引き続き必要
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琴海中部運動公園庭球場

利用者数※H30

105人／年間

経過年数

37年

人口が集中する中央
地域と交通の利便が
よい周辺地区に集約

今後の利用状況等
の推移をみながら
廃止について検討
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放課後児童クラブ

利用者数 972人

築年数 築42年

こすもすクラブ（村松小学校区） たんぽぽクラブ（形上小学校区）

利用者数 516人

築年数 築20年

小学校の適正配置と合
わせて事業者に運営の
統合を働きかけていく

子どもたちの放課後
等における安全・安
心な居場所を確保
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『コミュニティ施設』について

コミュニティ活動に使える施設

老人憩の家（集会室）

ふれあいセンター（研修室）

児童館（遊戯室）

利用対象
60歳以上

利用対象
18歳未満

利用対象
制限なし

使い方は
どれも

地域の身近な
活動の場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
施
設
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『コミュニティ施設』について

使い方を見直す効果

高齢者専用

子ども専用

空いている…

昼間 夜間

集まりに使える

昼間 夜間

使い方を
見直したら…

多世代交流ができる

地域活動の場が
増える

⇓空いている…
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コミュニティ施設

市民に最も身近な場所でサービスを提供する
施設は、概ね小学校区に配置

広いスペースや特定の設備が必要な施設は、
概ね中学校区に配置

広域的利用施設は、長崎市の都市計画上の
地域拠点または交通の便のよい場所に配置

市域全体から利用される施設は、交通の便の
よい都心部及び都心周辺部に配置
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コミュニティ活動施設

小学校区 中学校区

身近な場所で気軽に
立ち寄れる施設

●居場所
●話し合いの場
●活動の場
●生涯学習の場

多数の人数による活動
・行事等のための施設

●居場所
●話し合いの場
●活動の場
●生涯学習の場

小学校区にある施設
よりも広いスペース
・特定の設備
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コミュニティ活動施設

中学校区

●集会室
●会議室
●和室
●調理室
●事務室兼図書室

概ね500㎡

小学校区

●集会室
●和室
●給湯室
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琴海さざなみ会館

利用者数

8,804人／年間

築年数

築18年

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・近隣に地域活動に
使える施設がある

地域の皆さんの使い
やすさなどを踏まえて
集約を検討

形上地区
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琴海北部研修センター

利用者数

4,203人／年間

築年数

築38年

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・近隣に地域活動に
使える施設がある

地域の皆さんの使い
やすさなどを踏まえて
集約を検討

形上地区
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琴海文化センター

利用者数

19,352人／年間

築年数

築28年

長浦地区

将来的に、北部地区で
１か所配置

・北部には別の広域的
利用施設がある
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琴海活性化センター

利用者数

5,861人／年間

築年数

築16年

長浦地区

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・近隣に地域活動に
使える施設がある

地域の皆さんの使い
やすさなどを踏まえて
集約を検討
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琴海南部文化センター

利用者数

38,896人／年間

築年数

築23年

村松地区

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・近隣に地域活動に
使える施設がある

地域の皆さんの使い
やすさなどを踏まえて
集約を検討
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琴海しらさぎ会館

利用者数

13,312人／年間

築年数

築28年

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・近隣に地域活動に
使える施設がある

地域の皆さんの使い
やすさなどを踏まえて
集約を検討

村松地区
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琴海児童館

利用者数

16,141人／年間

築年数

築34年

・満18歳未満の児童
を対象とした施設

将来的に、子どもの居場
所や遊び場について検
討する中で役割を見直す

村松地区



その他のご意見
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〇 長崎市の公共施設についても、新電力に切替を行い、

電気代を削減する検討を行うべきでは。

お答え

・現在、長崎市と地場企業が出資して新電力会社を設立
するための検討を進めています。

設立後は、既存の契約よりも安価での購入が可能となる
見込みですが、全公共施設への供給は難しいため、引き
続き、コスト削減及び環境面に配慮した購入方法を検討
していきたいと考えています。



その他のご意見
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〇 避難所が遠くて避難できない。

お答え

・市の基準では、概ね1㎞以内（徒歩30分程度）を目
安に、既存の公共施設（場合により民間施設）を避難
所に指定しています。

・指定するのに適当な施設そのものが無い地域にあっては、
将来的に施設建設などがある場合、避難所への指定を
考慮したいと考えています。



施設を造ってきた、
施設を使ってきた、

わたしたちが“今”
見直すことが大切
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日時：12月14日（土）15：00～
場所：琴海文化センター

※配布された資料は、
第３回もご持参をお願いします。

●次回（第３回）の対話●

●施設の現状や
見直しの必要性
について知る

●市が考える施設
の配置の考え方
に対して、意見
や提案を行う

●第３回までの対
話を踏まえて市
が検討した結果
に対する意見交換

●対話まとめ

第１回
8月17日（土）

第２回
9月28日（土）

第３回
12月14日（土）


